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市人事行政の運営などの公表
障害者が地域で安心して暮らせる社会をめざして
認め合い支え合う男女共同参画社会
10月1日から医療費の自己負担割合などが変わります
●今回の折り込み 社協だより
（はずしてお読みください）
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職員の任免及び職員数に関する状況
■部門別職員数の状況
3月に策定した定員適正化計画に基づき、現在、簡素かつ効率的な組織で、質が高

い行政サービスを実現することをめざして、行政改革に取り組んでいます。

職員数 （単位：人）
H15.4.21 H17.4.1 H18.4.1 増減 主な増減理由 合併時から
（合併時） の増減

部門 （Ａ） （Ｂ） （Ｃ） （Ｃ）－（Ｂ） （Ｃ）－（A）
一般行政部門
議会 15 12 11 －1 育児代替職員の減 －4
総務・企画 277 258 242 －16 業務弾力化・効率化 －35
税務 81 74 71 －3 業務の効率化 －10
民生 249 233 235 2 業務の増加 －14
衛生 123 115 116 1 業務の増加 －7
労働 5 4 4 －1
農林水産 80 76 71 －5 業務の効率化、組織の見直し －9
商工 37 35 35 －2
土木（建設）172 167 168 1 業務の増加 －4
小計 1,039 974 953 －21 －86
特別行政部門
教育 224 218 205 －13 業務の統合、組織の見直し －19
消防 196 197 196 －1 業務の効率化
小計 420 415 401 －14 －19
普通会計の計 1,459 1,389 1,354 －35 －105
公営企業等会計部門
病院 11 9 10 1 業務の増加 －1
水道（簡易水道含む）107 100 97 －3 業務の統合・効率化 －10
下水道 58 58 56 －2 業務の統合・効率化 －2
その他 85 77 73 －4 業務の統合・効率化 －12
小計 261 244 236 －8 －25
合計 1,720 1,633 1,590 －43 －130

■職員採用と競争試験の状況（4月1日採用）
区分 受験申込者数 受験者数 一次合格者数 最終合格者数 採用者数 再任用者数
市 採用試験なし
消防 採用試験なし
水道 採用試験なし 1人
合計 1人
※以下「市」は、消防本部・水道局以外のすべてをいいます。

■職員の退職の状況（平成17年度）
事由

区分 定年退職 勧奨退職 普通退職 再任用退職 死亡退職 計
市 19人 10人 8人 2人 39人
消防 1人 1人
水道 1人 3人 4人
合計 20人 11人 8人 3人 2人 44人

■職員給与費の状況（平成18年度当初予算額）
会計 職員数 給与費 1人当たり給与費

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）
人 千円 千円 千円 千円 千円

一般会計 1,352 5,821,445 928,223 2,355,710 9,105,378 6,735
水道事業会計 92 394,387 120,361 170,094 684,842 7,444
全会計 1,595 6,877,593 1,184,482 2,798,057 10,860,132 6,809
※特別職を除きます。職員手当には退職手当を含みません。
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市の定員適正化計画では、平成22年4月1日の目
標職員数を1,470人、基準になる15年の合併時と
の比較で、250人の削減を目標にし、17年4月1日
から5年間で163人（10%）を削減することにして
います。
職員数は、合併時の1,720人から、これまでの約3

年間で130人を削減しました。
今後も、本計画に基づき、適正規模の行政体制を

整備することにより、質の高い行政サービスを実現す
る自治体をめざして、適正な定員管理に努めていき
ます。

●●●●●●●●●定員適正化の状況は

職員の給与の状況

市
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国
期末・勤勉手当（平成１7年度支給割合）
区分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.4月分 0.70月分
12月期 1.6月分 0.75月分
計 3.0月分 1.45月分
※職制や、職務の級などによる加算あり。
退職手当の支給率
区分 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職加算…2%～20%
在職中の貢献度による加算
扶養手当
■配偶者…13,000円
■扶養親族（2人目まで）…6,000円
※ただし、扶養親族でない配偶者を有す
る場合の1人目は6,500円。
■その他…5,000円
■満16歳の年度初めから満22歳年度末
までの子1人につき5,000円加算
住居手当
■持家（新築後5年まで2,500円）
■借家
●家賃23,000円以下…家賃－12,000円
●家賃23,001円以上…
（家賃－23,000円）×1/2＋11,000円
●家賃55,001円以上…一律27,000円

通勤手当
■交通機関　支給限度額…55,000円
■交通用具　距離制…2,000円～24,500円

市・消防

国と同じ

区分 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 21.00月分 27.30月分
勤続25年 33.75月分 42.12月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職加算…2%～20%

国と同じ

■持家●新築後5年まで…7,500円
●新築後5年以降…5,000円

■借家
●家賃9,000円以下…一律3,000円
●家賃9,001円以上17,000円以下…
家賃－6,000円
●家賃17,001円以上53,000円以下…
（家賃－17,000円）×1/2＋11,000円
●家賃53,001円以上…一律29,000円

■交通機関　支給限度額…55,000円
■交通用具　距離制…2,000円～50,300円

水道

国と同じ

市と同じ

国と同じ

■持家●新築後5年まで…7,500円
●新築後5年以降…6,000円

■借家
●家賃9,000円以下…一律4,000円
●家賃9,001円以上17,000円以下…
家賃－5,000円
●家賃17,001円以上53,000円以下…
(家賃－17,000円)×1/2＋12,000円
●家賃53,001円以上…一律30,000円
■その他●生活中心者…6,000円

●その他の者…2,000円

■交通機関　支給限度額…55,000円
■交通用具　距離制…2,000円～26,800円

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。（医師を除く）

給料表 
の級 

9級 

8級 

7級 

6級 

4級 

5級 

3級 

2級 

1級 

標準的な 
職名 

課長補 
佐級 

部長級 

次長級 

課長級 

係長級 

主査級 

主任級 

副主任級 

吏員 

吏員 

吏員 

16人（1.8％） 

24人（2.6％） 

98人（10.7％） 

126人（13.8％） 

153人（16.7％） 

152人（16.6％） 

202人（22.1％） 

111人（12.1％） 

28人（3.1％） 

5人（0.5％） 

0人（0.0％） 

18人（1.1％） 

27人（1.7％） 

116人（7.3％） 

165人（10.4％） 

238人（15.0％） 

346人（21.8％） 

335人（21.1％） 

231人（14.5％） 

67人（4.2％） 

25人（1.6％） 

20人（1.3％） 

構成人数（割合） 

一般行政職　　　915人 区分 

構成人数（割合） 

全職種　　　　1,588人 

■人件費の状況
（平成17年度普通会計決算見込額）
住民基本台帳人口 154,589人
（3月31日現在）
歳出額（A） 57,716,902千円
実質収支 1,192,341千円
人件費（B） 12,972,443千円
人件費率（B/A） 22.50%

■職員手当の状況（4月1日現在）

■級別職員数の状況（4月1日現在）
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■特殊勤務手当の状況（平成17年度決算見込額）
区分 市 消防 水道
職員全体に占める手 35.1％ 92.4％ 100.0％
当支給職員の割合
支給対象職員1人あ 120,010円 88,323円 331,379円
たりの平均支給年額
手当の種類（手当数） 33 3 7
代表的な手当の名称
支給額が多い手当 衛生事務従事手当 消防事務従事手当 業務手当
多くの職員に支給 福祉事務従事手当 消防事務従事手当 業務手当
されている手当

■時間外勤務手当の状況（平成17年度決算見込額）
区分 市 消防 水道
支給総額 240,800千円 55,738千円 22,678千円
職員1人あたり 210千円 286千円 306千円
の支給年額

■昇給期間短縮の状況（平成17年度）
区分 市 消防 水道
職員数（A) 1,343人 196人 94人
普通昇給期間（12月 成績優秀 0人 0人 0人
～24月）を短縮して 昇格・昇任 42人 15人 0人
昇給した職員数（B) 退職 0人 0人 0人
比率（B）/（A） 3.1％ 7.7％ 0.0％

■特別職の報酬などの状況（4月1日現在）
区分 給料月額など
給料 市長 970,000円

助役 790,000円
収入役 690,000円
水道事業管理者 690,000円

報酬 議長 545,000円
副議長 475,000円
議員 445,000円

期末手当 市長、助役、収入役、 平成17年度支給割合
水道事業管理者 6月期 1.60月分

12月期 1.75月分
計 3.35月分

（別に25/100加算）
議長、副議長、議員 6月期 1.60月分

12月期 1.75月分
計 3.35月分

※平成15年11月から19年3月まで、市長、助役、収入役、水道
事業管理者の給料は10%を減額しています。

■勤務時間（標準的なもの、4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務時間 休息時間 休憩時間
40時間 8時30分～17時15分 10時～10時15分 12時～12時45分

12時45分～13時
※消防、水道では交代勤務を実施しています。また図書館や保
育園などの職場では、利用者の利便性を高めるために時差出
勤を実施しています。

■休暇制度など（平成17年中）
区分 平均取得日数

年次有給休暇 1年につき20日間付与 市 11.9日
（新規採用職員は15日） 消防 11.3日

水道 14.4日
※年次有給休暇は、職員が心身のリフレッシュをすることにより、
業務効率の向上を図るための制度です。その他特定の事由
により、病気休暇・特別休暇（結婚・出産・忌引など）・介護休
暇・育児休業があります。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

■経験年数別・学歴別平均給料月額の推移（4月1日現在）
経験年数

区分 10年 15年 20年
市 一般行政職 大学卒 268,500円 320,100円 381,000円

高校卒 212,600円 268,500円 320,100円
技能労務職 高校卒 212,600円 268,500円 320,100円

消防 大学卒 284,900円 334,900円 391,500円
高校卒 228,300円 284,900円 334,900円

水道 大学卒 268,500円 320,100円 381,000円
高校卒 212,600円 268,500円 320,100円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務した場合
の、採用後の年数をいいます。

■平均給料月額・平均年齢の状況（4月1日現在）
区分 職員数 平均給料月額 平均年齢
市 一般行政職 915人 370,082円 44歳 9月

技能労務職 94人 289,918円 38歳 9月
消防 195人 344,846円 41歳 4月
水道 91人 356,163円 44歳 1月
全職種 1,590人 358,533円 43歳 8月

■初任給の状況（4月1日現在）
区分 大学卒 高校卒
国 一般行政職 170,200円 138,400円

技能労務職　　　　　　 ― 135,600円
市 一般行政職 176,800円 142,800円

技能労務職　　　　　　 ― 142,800円
消防 189,600円 153,800円
水道 176,800円 142,800円
※一般行政職とは、福祉職、税務職、医療職、教育職などのいず
れにも該当しない行政職をいいます。
※技能労務職とは、清掃技術員、調理技術員などをいいます。
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■勤務成績の評定の概要（平成17年度）
職員のモラールを高め、能力・資質の向上を図るためには、職

員研修などの人材育成と連携した、客観的で公正な人事評価が
必要となります。このため、市では、次のとおり職員の人事評価
を実施しています。

■分限処分者（市、消防、水道の合計　平成17年度）
降任 免職 休職 降給 計

勤務実績がよくない場合
心身の故障の場合 3人 3人
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由の場合
計 3人 3人
※分限処分とは、職員が一定の事由により、その職責を十分に
果たせない場合に、公務能率を高めるため、職員の意に反す
る不利益な身分上の変動をもたらす処分です。

■懲戒処分者（市、消防、水道の合計　平成17年度）
戒告 減給 停職 免職 計

信用失墜行為 2人 2人
監督責任 2人 2人
計 2人 2人 4人
※懲戒処分とは、勤務関係の秩序を維持するため、職員の服務
義務違反に対して科する制裁処分です。

■健康管理事業（市、消防、水道の合計　平成17年度）
内容 受診者など
定期健康診断・人間ドック 1,954人
予防接種（Ｂ型肝炎・破傷風） 124人
職員衛生委員会 市10回、消防12回開催
※ほかに、産業医や保健師による健康相談、メンタルヘルス研
修などを実施しています。

■公務災害補償（市、消防、水道の合計　平成17年度）
件数 災害の概要
10件（うち通勤災害3件） 挫傷、骨折、刺傷、切創

職員には、地方公務員法の規定により、次のような職務上の
義務があります。
●法令等および上司の職務上の命令に従う義務　●職務に専念
する義務　●信用失墜行為の禁止　●秘密を守る義務　●政治
的行為の制限　●争議行為の禁止　●営利企業等の従事制限
■「周南市職員倫理規程」について
市では、職員の職務にかかわる倫理を保持するため職員倫理

規程を制定し、平成17年4月1日から施行しています。
この規程により、職務執行の公正さに対する市民の皆さんの

疑惑や、不信を招くような行為の防止を図り、公務に対する市民
の皆さんの信頼を確保します。

■職員の研修実施状況（市、消防、水道の合計　平成17年度）
市民の皆さんの負託に応えるためには、職員の能力・資質の

向上が必要です。このために市では、体系的で計画的な職員研
修を実施し、人材育成に努めています。
研修区分 研修名・研修機関名 受講者数
主催研修 階層別・特別・一般研修 1,459人
派遣研修 自治大学校、市町村職員中央研修所、 339人

県自治研修所など
消防大学校、救急救命研修所、県消防 59人
学校など
日本水道協会主催研修 29人

自主研修 通信教育講座、自主調査研究（個人・グループ） 111人
職場内研修 個別指導、集団指導を随時開催
※事業に伴う実務研修会については、事業担当部課の判断によ
り派遣、実施しています。

公平委員会とは、中立的・専門的な人事機関として、市長な
どの任命権者の人事権の行使をチェックする機能をもった機
関です。
主に、職員の給与、勤務時間などの勤務条件に関する措置の

要求に対する審査や、職員への不利益な処分についての不服
申立てに対する裁決を行います。
平成17年度の実績は、次の通りです。
(1) 勤務条件に関する措置の要求の状況…該当なし
(2) 不利益処分に関する不服申立ての状況…1件

職員の分限及び懲戒処分の状況

職員の服務の状況

職員の研修及び勤務成績の評定の状況

勤務評定
評定の回数 2回
評定の時期 9月、3月
評定の対象者 課長補佐級以下の職員
評定者 第1次評定者…主務課長

第2次評定者…主務部長

公平委員会の報告事項

職員の福祉の状況

勤勉手当成績率評定
評定の回数 2回
評定の時期 5月、11月
評定の対象者 一般職全員
評定者 部長など…助役

課長・課長補佐など…主務部長
係長以下…主務課長

■職員共済事業
県内の市町村で構成される県市町村職員共済組合は、職員

の生活の安定と、公務能率の向上を目的とする共済事業の中核
組織として、短期給付（医療保険）、長期給付（年金）、福祉事業
（保健事業・貸付事業など）を行っています。
また市職員共済会は、職員の掛金、及びこれと同額の市から

の交付金を主な財源として、慶弔事業、文化・体育など元気回復
事業、生活資金などの貸付事業を行っています。

市役所人事課 10834―22―8254
消防本部総務課 10834―22―8754
水道局総務課 10834―22―8613
公平委員会事務局 10834―22―8526

●●●●●●くわしくは…

■公平委員会の報告事項



ま
で
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、移
行
す
る
時

点
で
、障
害
程
度
区
分
の
認
定
調
査
を
受

け
た
後
、サ
ー
ビ
ス
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業

表
の
事
業
が
、障
害
者
自
立
支
援
法
で

定
め
ら
れ
た
事
業
で
す
。

地
域
生
活
支
援
事
業
は
、次
の
３
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

既
に
市
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
な
ど
は

こ
れ
ま
で
の
内
容
で
継
続
し
て
実
施
し
、

利
用
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
移
行
事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
移
行
事
業

に
は
、●
移
動
支
援
事
業

●
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
日
帰
り
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業

が
あ
り
ま
す
。利
用
者
は
、

市
が
決
定
し
た
額
を
負
担
し
ま
す
。

移
動
支
援
事
業
と
日
帰
り
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業
は
、現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

ほ
ぼ
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
い
く
た
め
、事
業
を
市
内
１
か

所
に
集
約
し
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

な
お
、現
在
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
て
、引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
希
望

す
る
人
に
は
、利
用
者
証（
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
は
除
く
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
事
業

新
た
に
、障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
始

総
合
的
な
自
立
支
援
シ
ス
テ

ム
の
全
体
像

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
、総
合
的

な
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、障
害
が
あ
る
人

の
、地
域
で
の
自
立
と
安
心
を
支
え
る
サ

ー
ビ
ス
の
仕
組
み
で
す
。

そ
の
体
系
は
、全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
「
自
立
支
援
給
付
」
と
、各
市
町
村

が
創
意
工
夫
を
図
り
利
用
者
の
状
況
に

応
じ
て
柔
軟
に
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
地
域

生
活
支
援
事
業
」
の
２
つ
に
大
き
く
分
け

ら
れ
ま
す
。（
表
）

自
立
支
援
給
付

自
立
支
援
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
は
、大
き

く
分
け
て
、介
護
給
付
と
訓
練
等
給
付
の

２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

介
護
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
す
る

人
…
１
０
６
項
目
の
障
害
程
度
区
分
認

定
調
査
を
受
け
た
後
、有
識
者
で
構
成
す

る
審
査
会
を
経
て
、障
害
程
度
区
分（
６

段
階
）の
認
定
結
果
な
ど
に
基
づ
き
、サ
ー

ビ
ス
の
支
給
量
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

訓
練
等
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人

…
１
０
６
項
目
の
障
害
程
度
区
分
の
認
定

調
査
を
受
け
た
後
、サ
ー
ビ
ス
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、旧
体
系
の
施
設
で
あ
る
療
護
施

設
、更
生
施
設
、授
産
施
設
な
ど
の
利
用
者

は
、新
体
系
へ
の
移
行
が
、平
成
23
年
度
中
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障害者が地域で
安心して暮らせる
社会をめざして
障害者の自立を支援し、障害者が安心して暮らせる社会

の実現を目的に、4月から一部施行されていた障害者自立
支援法が、10月１日（日）から全面施行されます。

障 害 者 自 立 支 援 法 が
全 面 施 行10月1日から



め
ま
し
た
。な
お
、相
談
は
無
料
で
す
。

相
談
内
容
と
相
談
先

▽
身
体
障
害
者

の
相
談
…
鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
ぱ
れ
っ
と
1

０
８
３
４
―
29
―
３
２
９
４
・
5
０
８
３
４

―
39
―
２
１
８
８
▽
知
的
障
害
者
の
相
談

…
鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
ぱ
れ
っ
と
、松
星
苑
1

０
８
３
３
―
43
―
９
８
１
０
・
5
０
８
３
３

―
43
―
７
３
０
０
▽
精
神
障
害
者
の
相
談

…
愛
命
会
ウ
ィ
ン
グ
1
０
８
３
４
―
21
―

４
５
７
３
・
5
０
８
３
４
―
21
―
４
５
１
０

補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

補
装
具
は
「
自
立
支
援
給
付
」
に
、日

常
生
活
用
具
は
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」

に
分
け
ら
れ
、種
目
に
つ
い
て
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
補
装
具
だ
っ
た
、点
字
器
、頭
部

保
護
帽
、人
工
こ
う
と
う
、歩
行
補
助
つ

え（
一
本
つ
え
の
み
）、収
尿
器
、ス
ト
マ
用

装
具（
紙
お
む
つ
な
ど
を
含
む
）は
日
常
生

た
だ
し
、紙
お
む
つ
な
ど
を
含
む
、ス
ト

マ
用
装
具
に
つ
い
て
は
、従
来
ど
お
り
の
費

用
負
担（
世
帯
の
課
税
額
に
よ
り
段
階
的

に
負
担
額
設
定
）に
な
り
ま
す
。

障
害
児
施
設
入
所
者
の

医
療
費
制
度
の
廃
止

障
害
児
施
設
が
、措
置
か
ら
契
約
に
な

っ
た
こ
と
に
伴
い
、障
害
児
施
設
入
所
者

の
医
療
費
の
公
費
負
担
制
度
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
で
福

祉
医
療
費
受
給
の
対
象
に
な
る
人
は
、申

請
を
す
る
と
、医
療
保
険
適
用
分
医
療
費

の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、助
成
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

対
象

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

所
持
者

●
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

●

障
害
年
金
１
級
受
給
者

●
特
別
児
童

扶
養
手
当
１
級
支
給
対
象
児
童

●
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
保
持
者

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

持
参
物

●
障
害
の
程
度
を
証
明
す
る

も
の（
障
害
者
手
帳
、年
金
証
書
な
ど
）

●
健
康
保
険
証

●
印
鑑

申
請

10
月
31
日（
火
）ま
で
に
、市
役
所

福
祉
介
護
課
、各
総
合
支
所
、各
支
所

問
合
せ

福
祉
介
護
課
障
害
者
福
祉
担

当
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
３
・
5
０

８
３
４
―
22
―
８
４
６
４

活
用
具
へ
移
行
し
、色
め
が
ね
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
日
常
生
活
用
具
だ
っ
た

重
度
障
害
者
意
志
伝
達
装
置
は
補
装
具

へ
移
行
し
、浴
槽（
湯
沸
器
）、パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、原

則
１
割
で
す
。（
低
所
得
の
人
は
、所
得
に

応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
設
定
が
あ
り

ま
す
）

●専門性の高い相談支援●広域的な対応が必要な事業●人材育成など

市

県

●相談支援

（関係機関との連絡調整、権利擁護）

●コミュニケーション支援

（手話通訳派遣など）

●日常生活用具の給付または貸与

●移動支援

●地域活動支援センター

（障害者デイサービス事業など）

●福祉ホーム

●居住支援

●その他の日常生活または社会

生活支援

（日帰りショートステイ事業など）

介護給付

●居宅介護

（ホームヘルプ）

●重度訪問介護

●行動援護

●重度障害者等包括支援

●児童デイサービス

●短期入所

（ショートステイ）

●療養介護

●生活介護

●施設入所支援

●共同生活介護

訓練等給付

●自立訓練

●就労移行支援

●就労継続支援

●共同生活援助

（グループホーム）

自立支援医療

●（旧）更生医療

●（旧）育成医療
※

●（旧）精
※

神通院公費
※実施主体は都道府県など。

補装具

自立支援給付

障
害
者
・
児

地域生活支援事業

■総合的な自立支援システム（表）
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男
女
が
共
に
力
を
合
わ
せ
、生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
は
、す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。

日
常
生
活
の
中
か
ら
意
識
を
変
え
、

「
こ
れ
は
女
の
す
る
こ
と
」「
男
は
こ
う
す

る
も
の
」
な
ど
従
来
の
固
定
観
念
や
、役

割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、互
い
に
人

格
を
尊
重
し
、協
力
し
合
う
社
会
づ
く
り

を
、身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、平
成
16
年
に
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
を
制
定
、ま
た
17
年
に
は
、実

現
を
図
る
た
め
の
目
標
や
具
体
的
な
取
り

組
み
を
示
し
た
「
す
ま
い
る
プ
ラ
ン
周
南
」

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
も
と
に
、男

女
の
人
権
の
尊
重
、施
策
の
立
案
や
方
針

決
定
な
ど
へ
の
共
同
参
画
、仕
事
と
育
児
、

介
護
な
ど
の
両
立
支
援
、男
女
の
自
立
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
ど
う
し
て
男
女
共
同
参
画
を
進

め
る
の
？

Ａ
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、少
子
高
齢
化
や
経
済
活
動
の

成
熟
化
な
ど
、時
代
と
と
も
に
大
き
く
変

市
で
は
、男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し
て
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、責
任
も
担
う
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
を
機
会
に
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、家
庭
や
地
域
、

職
場
、学
校
な
ど
の
身
の
回
り
か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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認
め
合
い
支
え
合
う

男
女
共
同
参
画
社
会

10
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

日
時

11
月
25
日（
土
）13
時
〜

場
所

県
周
南
総
合
庁
舎

内
容

▽
演
題
…
優
し
さ
の
心
っ
て

何
？
〜
朝
顔
に
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も

ら
い
水
〜
▽
講
師
…
陽
信
孝
さ
ん

（
元
萩
市
教
育
委

員
会
教
育
長
）

参
加
料

無
料

■
川
柳
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
で
は「
男
と
女
」
を
テ
ー
マ
に
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
で
男
女
共
同
参
画
へ
の
思
い

を
込
め
た
、未
発
表
の
作
品
を
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

大
賞
ほ
か
、７
点
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会

場
で
表
彰
し
ま
す
。

申
込
み

10
月
25
日（
水
）ま
で
に
、応

募
作
品（
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま

す
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、は
が

き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５

―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
企
画
課
男

女
共
同
参
画
室
内
男
女
共
同
参
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局
1
０
８

３
４
―
22
―
８
２
０
５
・
5
０
８
３
４

―
22
―
８
４
７
５
・e

kikaku@
city.shu

nan.lg.jp

「
認
め
合
っ
て
生
き
る
支
え
あ
っ
て
生
き
る
」

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
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と
そ
の
他
の
活
動
を
両
立
で
き
る
よ
う

協
力
し
あ
う
こ
と

■
男
女
が
互
い
の
性
を
理
解
し
、男
女
と
も

生
涯
に
わ
た
る
健
康
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
国
際
的
視

野
で
取
り
組
む
課
題
と
し
て
留
意
し
て

行
う
こ
と

※
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
第
３
条
の

基
本
理
念
を
要
約
し
て
い
ま
す
。
条
例

の
内
容
や
、市
の
取
り
組
み
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
は
、進

ん
で
い
る
の
？

Ａ
家
庭
や
仕
事
に
対
す
る
考
え
方

は
、少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
が
調
査
し
た
、男
女
共
同
参
画

社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
「
男
は
外

で
働
き
、女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
」
と
い

う
考
え
方
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

お
り
、16
年
の
調
査
で
は
こ
う
し
た
考
え

方
に
反
対
と
答
え
た
人
が
、賛
成
と
答
え

た
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
と
、若
い
人
に
反
対
と

答
え
た
人
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、固
定
的
に
男
女
の
役
割
を
決

め
る
の
で
は
な
く
、社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
共
に
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
市
で
の
男
女
共
同
参
画
へ
の
取
り

組
み
は
？

Ａ
市
で
は
、条
例
に
基
づ
い
た
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
「
す
ま
い
る
プ

ラ
ン
周
南
」
を
策
定
し
て
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は
何
よ
り

も
、市
民
や
事
業
所
な
ど
、皆
さ
ん
の
理
解

と
、自
ら
行
動
す
る
意
識
づ
く
り
や
人
づ

く
り
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、啓
発
講
座
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
ゅ
う
な

ん
出
前
ト
ー
ク
も
、随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
、気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
企
画
課
男
女
共
同
参
画
室
1
０

８
３
４
―
22
―
８
２
０
５

正解者の中から抽選
で、7人に図書カードを
プレゼントします。

問題　市の男女共同参画推進条例の基本

的な考えはいくつでしょうか？

q5つ

w6つ

e7つ

r8つ

応募方法 10月16日（月）までに、クイズの

答え・男女共同参画に関する意見・住所・氏

名・電話番号を、はがき・ファックス・Ｅメー

ルで、〒745.8655岐山通1.1企画課

男女共同参画室50834.22.8475、

Ekikaku@city.shunan.lg.jp

プレゼント
クイズ

Ａ
国
で
は
、11
年
６
月
に
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
を
制
定
し
ま

し
た
。こ
の
法
律
で
は
、県
や
市
も
、男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、国
の
考
え
方
に
従
い
な
が
ら
、

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し

て
、男
性
も
、女
性
も
個
性
を
大
切
に
し

な
が
ら「
ひ
と
」
と
し
て
輝
い
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
、男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
の
？

Ａ
家
庭
や
地
域
、職
場
、学
校
な
ど

で
、男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
上

で
の
考
え
方
、市
の
役
割
、市
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
者
の
役
割
を
定
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
考
え
方
は
、次
の
７
項
目
で
す
。

■
男
女
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、個
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と

■
男
女
が
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
に
よ
ら
ず
に
社
会
で
活
動
で
き
る

こ
と

■
男
女
が
個
人
と
し
て
能
力
を
発
揮
す

る
機
会
が
平
等
に
あ
る
こ
と

■
男
女
が
施
策
や
方
針
の
決
定
な
ど
に
参

画
す
る
機
会
が
平
等
に
あ
る
こ
と

■
家
族
を
構
成
す
る
男
女
が
、家
庭
生
活

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
会
や
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
に
は
、男
女
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
て
責
任
も
分
か
ち
合
い
、性
別
に

か
か
わ
り
な
く
、そ
の
人
が
も
つ
個
性
や

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
が
不
可
欠
で
す
。

Ｑ
ど
う
し
て
毎
年
10
月
が
男
女
共
同

参
画
推
進
月
間
な
の
？

Ａ
県
で
は
、12
年
10
月
に
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
は
、こ
の
条

例
の
施
行
を
記
念
し
て
設
け
ま
し
た
。

Ｑ
ど
う
し
て
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
が
必
要
な
の
？

20

30

40

50

60

70

80
（％） 

反対 

賛成 

昭和54年 平成4年 9年 14年 16年（調査年）

■「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」
という考え方について（内閣府調査）
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名選手からの指導に、参加した子どもたちは、少し緊張しな
がらも目を輝かせながら、真剣に聞き入っていました

あこがれの名選手の
プレーを間近に

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
、親
善
試
合
や

野
球
教
室
な
ど
を
行
う
ド
リ
ー

ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
、９
月
３
日
、市
野
球

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
少
年
少

女
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
で
は
、日

本
プ
ロ
野
球
名
球
会
と
日
本
プ
ロ

野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
の
往
年
の
名
選

手
が
、子
ど
も
た
ち
に
、熱
心
に

指
導
。
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の
親
善

試
合
で
は
、現
役
さ
な
が
ら
の
プ

レ
ー
に
、ス
タ
ン
ド
か
ら
は
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

子どもたちが
牛の乳搾りに挑戦

豊
鹿
里
パ
ー
ク
で
、８
月
25
日
に
「
親

子
で
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
」

が
行
わ
れ
、市
内
外
か
ら
13
組
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、酪

農
家
の
指
導
で
乳
搾
り
を
体
験
。

は
じ
め
は
牛
の
大
き
さ
に
戸
惑
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、こ
つ
を
つ

か
ん
で
、器
用
に
乳
搾
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、牛
乳
と
生
ク

リ
ー
ム
で
即
席
バ
タ
ー
を
作
っ
た

り
、ウ
イ
ン
ナ
を
作
っ
た
り
し
て
、

１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

表紙のことば

牛に触るのも初めての子どもたち。体重700キログラムのホ
ルスタインの下に潜り込んで、いざ乳搾りに挑戦

ゆ

か

り
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華やかな花笠が、薄暗い電灯の光に照らされ、踊りに合わ
せて幻想的に揺れていました

夏の八代盆地に
美しく揺れる花笠の舞

県
の
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
花
笠
踊
が
、８
月
26
日
に
、

八
代
地
区
の
二
所
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
20
時
過
ぎ
、８
人
の
男
性

が
２
メ
ー
ト
ル
程
の
棒
を
激
し
く

振
り
回
す
「
棒
の
舞
」で
道
分
け

を
し
た
後
、陣
羽
織
姿
で
踊
り
子

を
導
く
調
司
を
先
頭
に
、未
婚
の

男
女
各
12
人
の
踊
り
子
が
入
場
。

地
元
の
皆
さ
ん
や
撮
影
に
訪
れ
た

カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
、大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

アトラクションの発表者は、日ごろの練習の成果を発表する
とともに、地域の温かい気持ちを伝えます

人生の先輩方に、
地域ぐるみでおもてなし

６
月
に
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が

発
足
し
て
、初
め
て
の
地
区
で
支

え
る
敬
老
会
。９
月
15
日
に
、富
田
西
地

区
敬
老
会
が
社
会
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、約
２
３
０
人
の
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま

し
た
。
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

は
、昔
話
や
近
況
の
話
に
花
が
咲

き
、式
典
の
後
の
漫
談
や
日
本
舞

踊
、三
味
線
の
舞
台
に
、参
加
し

た
皆
さ
ん
は
笑
顔
と
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
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9月9日の徳山高校文化祭では、全校生徒がエキ
ストラ出演。大がかりな撮影を敢行しました

「
休
校
に
な
っ
た
校
舎
な
ど
を
、美
術
館

や
映
画
館
に
し
て
、再
び
人
が
集
ま
る
空

間
に
し
た
い
と
企
画
し
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、徳
山
高
校
ら
ぶ
ふ
み
実
行
委
員
長

の
三
好
香
菜
子
さ
ん
で
す
。
徳
山
高
校
の

ら
ぶ
ふ
み
企
画
は
、国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ

ち
に
向
け
て
県
が
募
集
し
た
、子
ど
も
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
の
大
き
な
柱
は
、ラ
ブ
レ
タ
ー

を
巡
る
高
校
生
の
淡
い
恋
心
を
描
い
た
、オ

リ
ジ
ナ
ル
映
画
「
ら
ぶ
ふ
み
」の
制
作
で
す
。

「
便
せ
ん
や
ペ
ン
の
色
、字
体
を
考
え
て

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん

徳山高校らぶふみ実行委員長

三好香菜子さん
み よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こみ よし か な こ

休
校
の
校
舎
に
、

華
を
咲
か
せ
よ
う

■松星苑ふれあい祭

●日時／10月8日（日）10時～15

時●場所／第2しょうせい苑●内容／

マジックショー、漫才、もちまき、バザ

ーなど●問合せ／松星苑ふれあい祭

実行委員会10833―45―2425

■ザ・とくやま健康・ダンス・フェスティバル

●日時／10月12日（木）10時30

分～●場所／市民館●入場料／無料

●問合せ／ザ・とくやま健康体操教

室藤井さん10834―31―8995

■子育てサークル交流会in周南

●対象／市内で子育てや子育て支援

をする人●日時／10月13日（金）10

時～15時●場所／県周南総合庁舎●

問合せ／子育てサークル交流会実行

委員平石さん10834―26―0897

■ほのぼの会館まつり

●日時／10月22日（日）10時～14

時●場所／地域交流センターほのぼ

の会館●内容／バザー、教室発表な

ど●問合せ／ほのぼの会館まつり実

行委員会10834―64―4400

■薬草探索ハイキング

秋芳町・秋吉台へ出掛けませんか。

●日時／10月29日（日）8時30分～

14時30分（雨天中止）●集合場所／

敦煌徳山店前●定員／40人●参加

料／無料（弁当、飲み物は各自）●問

合せ／10月10日（火）までに、徳山

薬剤師会事務局内薬草探索ハイキン

グ実行委員会10834―39―1105

■文化の日茶会

●日時／11月3日（祝）9時30分～

14時30分●場所／徳山保健センター

●茶券／500円●問合せ／表千家同

門会河野さん10834―83―3096

■中国語会話初心者講座

●日時／11月7日～、毎週火曜日

19時～20時30分●場所／市民館

●会費／月額3,200円●問合せ／

日中友好協会岩田さん10834―

28―0406

■周南シーサイドフェスティバル

●日時／11月11日（土）14時～

17時●場所／晴海ふ頭、親水公園

●内容／創作たこ揚げ、釣り大会な

ど●申込み／10月15日（日）まで

に、周南青年会議所長崎さん1083

4―29―1436伝 
皆さんの活動の情報を掲載します

書
く
手
紙
は
、E
メ
ー
ル
よ
り
も
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
他
人
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
見
て
み
た
い
と
い
う
の
が
き
っ
か
け

で
、全
国
か
ら
募
集
し
ま
し
た
」
と
三
好

さ
ん
は
企
画
の
経
緯
を
打
ち
明
け
ま
す
。

映
画
は
、15
歳
か
ら
78
歳
ま
で
の
１
１

７
通
の
応
募
の
中
の
１
通
が
モ
チ
ー
フ
。
制

作
の
中
心
に
な
る
ス
タ
ッ
フ
10
人
を
は
じ
め

出
演
者
ま
で
、す
べ
て
徳
山
高
校
生
で
す
。

「
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
得
意
分
野
を
生
か

し
て
、最
初
の
構
想
以
上
の
作
品
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
」
三
好
さ
ん
は
、順
調
な
仕

上
が
り
に
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

「
映
画
は
、国
民
文
化
祭
の
期
間
中
、鹿

野
公
民
館
で
上
映
し
ま
す
。
ま
た
、募
集

し
た
手
紙
は
、県
内
外
の
作
家
の
美
術
作

品
と
と
も
に
、休
校
中
の
小
畑
小
学
校
、大

潮
小
学
校
に
展
示
し
ま
す
」
三
好
さ
ん
は
、

市
内
に
芸
術
空
間
を
創
出
し
、多
く
の
人

に
出
会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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中央
ちゅうおう

地区※徳山地域

中央地区は、ＪＲ徳山駅
を中心に、県道下松新南
陽線の南側に位置します。
バスターミナルや徳山港フェリ
ー発着所などが整い、本市の玄関
といえる地域です。
この地区には、平和通や昭和通、銀座や銀南街
など、飲食店や衣料品店などの店舗が軒を連ねる
商店街が続き、昼夜を問わず多くの人でにぎわいま
す。また、四季を通して、徳山夏まつりや徳山のんた
祭、周南冬のツリーまつりなど、市を代表する大きな
祭りの舞台にもなり、地区以外の人が集まります。
地区では、コミュニティーのつながりも大切にしよ

うと、同じ徳山小学校区の関門地区とともに、学ぶ・
集う・結ぶ公民館活動を活発に行っています。
また、野菜づくりや遊びチャレンジなどの子どもを

対象にしたイベントや、子ども見守りタイの活動などを
通して、地域のみなさん同士が支え合って、人間力
を磨き、子どもを守り育てる地域をめざしています。

商店が軒を連ねる
中心市街地

でーたふぁいる【9月１日現在】
●人口／4,416人　　●世帯／2,481世帯

★★★★★★★★★★★★★★★★★

ライオン
現在、オスのレオとモイカ、メ

スのナナとバルの4頭を飼育し

ています。レオとナナが高齢なこ

ともあり、今年の春にモイカとバル

を他の動物園から譲り受けました。

オスは2頭とも立派なたてがみがあ

り、レオはいかにもライオンといった感じ

で首の周りに長いたてがみを生やしていますが、モ

イカはさらに肩からおなかにも生えており、より立

派に見えます。この違いは、昔、日本にやってきたと

きの先祖の体型を残しているものです。ぜひ動物

園に来て比べてみてください。

ゴロゴロしていることが多いのですが、閉園時間

が近くなると、動き出すことも多く、また4頭がそろ

ってほえることもあり、なかなか迫力がありますよ。

徳山動物園10834―22―8640

ZOO
徳 山  
動 物 園  
徳 山  
動 物 園  

周
陽
小
学
校
で
は
、花
壇
や
１
鉢
で
の
花

作
り
が
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年

度
に
は
、そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、内
閣
総

理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
年
は
、国
民
文
化
祭
が
あ
る
の
で
、そ

の
会
場
に
な
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

花
で
飾
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
種
か
ら
芽
を

育
て
、苗
の
植
え
か
え
、水
や
り
な
ど
様
々

な
苦
労
は
あ
り
ま
す
が
、11
月
に
は
美
し
い

花
を
咲
か
せ
よ
う
と
全
校
児
童
が
心
を
一

つ
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
で
は
、全
国
の
皆
さ
ん
を
き

れ
い
な
花
で
歓
迎
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち

た
し
た
ち
発花と夢プロジェクト

周陽小学校

わ



● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

今
年
の
元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
は
、か

の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、鹿
野
文
化
祭
と
同

時
に
開
催
し
ま
す
。

10
月
15
日（
日
）９
時
30
分
〜
16

時
30
分

鹿
野
総
合
体
育
館
周
辺

▽
遊
び
・
競
技
…
昔
遊
び
●
外

国
遊
び
●
自
然
遊
び
●
動
物
遊
び
●
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
遊
び
●
エ
コ
遊
び

●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
●
か
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

子
ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー（
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体

験
・
金
魚
す
く
い
・
ふ
あ
ふ
あ
ド
ー
ム・
芋
掘
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り
宝
探
し
・
プ
ー
ル
で
釣
り
堀
な
ど
）

▽
イ
ベ
ン
ト
・
出
店
…
キ
ッ
ズ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
●
エ
コ
風
船
に
夢
を
描
こ
う
●
空

き
缶
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
●
か
の
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
地
元
産
品
、特
産
品
を
使
っ
た
子
ど

も
の
好
き
な
食
べ
物
バ
ザ
ー（
カ
キ
氷
・
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
・
綿
菓
子
・
ポ
ン
菓
子
な
ど
）

●
ま
つ
た
け
汁（
マ
イ
容
器
、マ
イ
は
し
を

持
参
し
た
人
は
無
料
。
数
量
に
限
り
が
あ

り
ま
す
）

▽
ス
テ
ー
ジ
…
元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ス
テ
ー
ジ

●
子
ど
も
の
夢
を
乗
せ
て
飛
ば
す
エ
コ
風
船

● ● ● ● ● ●

対象 市内に在住する大人（個人・団体）

内容 誕生日や入学、卒業などの際や、日ごろから感

じている子どもへの思いなどが書かれた手紙

文字数 おおむね200字～300字

申込み 氏名（匿名の場合ペンネーム）・住所・年

齢・電話番号を、郵送・ファックス・Ｅメールで、〒

745―8655岐山通1―1元気こども課10834

―22―8331・50834―22―8339・Egenki

kodomo@city.shunan.lg.jp

「子どもへの手紙」を書いてみませんか？

■家庭児童相談室
子育て、母子（父子）家庭、寡婦の人

への自立に向けた悩み、貸付など
場所 市役所東本館2階児童家庭課
※新南陽地域は毎週、熊毛・鹿野地域
でも毎月1回相談を行っています。
相談・問合せ 児童家庭課10834
―22―8452
■教育相談しゅうなん
しつけ、悩み、進路、不登校、いじめなど

10834―21―7830
場所 中央地区公民館別館4階くすの
きラウンジ

■いじめ相談フリーダイヤル
80120―783090
■母と子の健康相談
妊娠、出産、赤ちゃんの健康など
相談・問合せ 健康増進課10834
―22―8553（健康増進課各分室
でも実施）

子どもに関する相談窓口

●元気こども24時間ホットライン●

元気こども総合相談センター

10834―31―2400
みんないっしょに24時間○

まる

○
まる

待っTEL
てる

よ

（市役所本庁舎本館3階元気こども課内）

子どもに関するさまざまな相談に応
じます。365日、24時間いつでも受け
付けます。

産
う

まれてきてくれてアリガトウ…パパとママはア

ナタにはじめて会
あ

った日
ひ

、同
おな

じ事
こと

を感
かん

じてたんだよ。

あれから一年
いちねん

、本当
ほんとう

に大
おお

きく大
おお

きくなったね。笑
わら

い

ながら手
て

を空
そら

にあげて歩
ある

いてくるたび、アナタの

成長
せいちょう

をつくづく感
かん

じています。

パパもママもまだまだ子
こ

どもで、アナタには辛
つら

い

思
おも

いをさせることがあるかもしれないね。だけど、私
わたし

達
たち

にとって本当
ほんとう

に大
たい

切
せつ

な宝
たから

ものです。アナタにもし

何
なに

かあった時
とき

は、パパとママが助
たす

けてあげるからね。

出
で

会
あ

えて良
よ

かった…パパとママを選
えら

んでくれてア

リガトウ。家
か

族
ぞく

3人
にん

、世
せ

界
かい

一
いち

幸
しあわ

せな家
か

庭
てい

にしようね。

じょうくんのママ

子どもへの手紙 子どもへの手紙 

周南こども通貨「元気」
空き缶5個で1枚。遊び
や食べ物に使えるよ

み
ん
な
お
い
で
よ
！
あ
そ
び
の
広
場

会
場
で
は
、も
ら
っ
て
う
れ
し
い
、使
っ
て

楽
し
い
、周
南
こ
ど
も
通
貨
「
元
気
」
を
発

行
し
ま
す
。
空
き
缶
を
集
め
て
、参
加
し

て
く
だ
さ
い
。つ
ぶ
さ
ず
、よ
く
洗
っ
て
持
っ

て
き
て
ね
。
ま
た
、当
日
、バ
ス
を
利
用
し
て

来
場
し
た
子
ど
も
も
、も
ら
え
ま
す
。

元
気
こ
ど
も
課
内
元
気
こ
ど

も
ゆ
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
1

０
８
３
４
―
22
―
８
３
３
１

問合せ

日
時

場
所

内
容



■子
こ

どもから市長
しちょう

への提案
ていあん

元
げん

気
き

こども会
かい

議
ぎ

は、平成
へいせい

16年
ねん

度
ど

か

ら毎年
まいとし

1回
かい

、市
し

内
ない

の小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

の児
じ

童
どう

や生
せい

徒
と

に参
さん

加
か

を呼
よ

び掛
か

けて開催
かいさい

して

います。今
こん

年
ねん

度
ど

は8月
がつ

7日
にち

に行
おこな

い、

小学校
しょうがっこう

4校
こう

、中
ちゅう

学校
がっこう

2校
こう

から29人
にん

が

参
さん

加
か

しました。

子
こ

どもたちは「子
こ

どもが元
げん

気
き

に育
そだ

つ

地
ち

域
いき

や学校
がっこう

づくり」をテーマに、学校
がっこう

で学
まな

んだことや地
ち

域
いき

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

した

体
たい

験
けん

をもとに、子
こ

どもの視
し

点
てん

で地
ち

域
いき

や

学校
がっこう

の課
か

題
だい

を見
み

つけ、自
じ

分
ぶん

たちが実
じっ

践
せん

している活
かつ

動
どう

や提
てい

案
あん

を発表
はっぴょう

しました。

■子
こ

どもの意
い

見
けん

を大切
たいせつ

に

子
こ

どもたちから出
で

たさまざまな

提
てい

案
あん

や意
い

見
けん

に対
たい

し、市長
しちょう

が、市
し

の

現状
げんじょう

や今
こん

後
ご

の方針
ほうしん

について説
せつ

明
めい

をしました。また、具
ぐ

体
たい

的
てき

な提
てい

案
あん

に対
たい

しては、市
し

役
やく

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

が

直
ちょく

接
せつ

答
こた

えました。

市長
しちょう

や市
し

役
やく

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

と直
ちょく

接
せつ

、意
い

見
けん

を交換
こうかん

することで、子
こ

ど

もたちは、今
いま

、進
すす

んでいるまちづくりを

実感
じっかん

することができました。

子
こ

どもたちの提
てい

案
あん

は、市
し

の将来
しょうらい

をし

っかり考
かんが

えた提
てい

案
あん

ばかりで、今
こん

後
ご

のま

ちづくりや市
し

政
せい

に生
い

かされるよう、大
たい

切
せつ

にしていきます。

くわしい提
てい

案
あん

内容
ないよう

は、市
し

ホームペー

ジで見
み

ることができます。

■子
こ

どもと大人
おとな

がともに輝
かがや

く周南
しゅうなん

へ

子
こ

どもが大人
おとな

と一緒
いっしょ

にまちづくりに

参
さん

加
か

し、一緒
いっしょ

に活
かつ

動
どう

することで、まちも

元
げん

気
き

に輝
かがや

きます。また、子
こ

どもたちの

生
い

き生
い

きとした姿
すがた

は、わたしたち大人
おとな

にも勇
ゆう

気
き

と希
き

望
ぼう

を与
あた

え、大人
おとな

自
じ

身
しん

も元
げん

気
き

に輝
かがや

くことができます。元
げん

気
き

こども

会
かい

議
ぎ

を通
つう

じて、子
こ

どもたちがまちづく

りや市
し

政
せい

にもっと関
かん

心
しん

をもち、参
さん

加
か

す

る機
き

会
かい

が増
ふ

えたらいいですね。

機
き

会
かい

があれば、みなさんも、元
げん

気
き

こ

ども会
かい

議
ぎ

に積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

してくださ

い。子
こ

どもたちの自
じ

由
ゆう

で豊
ゆた

かな発想
はっそう

は、

市
し

を元
げん

気
き

にする源
みなもと

です。

みなさんは、子
こ

どもたちが、まちづ

くりや市
し

政
せい

に関
かん

心
しん

をもち、自
じ

分
ぶん

たち

の意
い

見
けん

や考
かんが

えを自
じ

由
ゆう

に発表
はっぴょう

できる

場
ば

があったらいいと思
おも

いませんか。

元
げん

気
き

こども会
かい

議
ぎ

は、小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

が

学
がっ

校
こう

や地
ち

域
いき

をもっと元
げん

気
き

にするため

のアイデアや意
い

見
けん

を市長
しちょう

に提
てい

案
あん

し、

市長
しちょう

をはじめ、大人
おとな

と一緒
いっしょ

に将来
しょうらい

の

本
ほん

市
し

を考
かんが

える会議
かいぎ

です。

子こ

ど
も
か
ら
、ま
ち
づ
く
り
の
提て

い

案あ
ん

元げ
ん

気き

こ
ど
も
会か

い

議ぎ
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くわしくは…

元
げん

気
き

こども課
か

10834―22―8331
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10
月
１
日
か
ら
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
な
ど
が

変
わ
り
ま
す

国
民
の
安
心
の
基
盤
に
な
る

健
康
保
険
制
度
を
維
持
し

将
来
に
渡
っ
て
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

ま
た
、医
療
費
の
伸
び
に
対
応
す
る
と
と
も
に

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

負
担
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め

医
療
保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■療養病床に入院する70歳以上の人、および老人保
健で医療を受ける人の食費や居住費の標準負担額

現役並み所得者・一般

低所得Ⅱ※1

低所得Ⅰ※2

老齢福祉年金受給者

食費

（1食当たり）

460円

210円

130円

100円

居住費

（1日当たり）

320円

320円

320円

0円

「
健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
」
を
守
る
た
め
に

出
産
育
児
一
時
金
と

葬
祭
費
の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産

し
た
と
き
の
、出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

額
が
、１
児
に
つ
き
35
万
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
の
葬
祭
費
が
、５
万
円
に

変
わ
り
ま
す
。

特
定
疾
病
診
療
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

高
額
の
治
療
を
長
期
継
続
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
疾
病
の
場
合
、こ
れ
ま
で
１

か
月
の
自
己
負
担
限
度
額
は
１
万
円
ま
で

で
し
た
が
、慢
性
腎
不
全
で
人
工
透
析
が

必
要
な
上※
４

位
所
得
者
は
、自
己
負
担
限
度

額
が
１
万
円
か
ら
２
万
円
に
な
り
ま
す
。

上
の
所
得（
市
県
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
）が
あ
る
人
と
同
じ

世
帯
の
人
。

療
養
病
床
入
院
時
の

食
費
や
居
住
費
が
変
わ
り
ま
す

療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳
以
上
の

長
期
入
院
患
者
は
、食
費（
食
事
材
料
費
、

調
理
コ
ス
ト
相
当
）や
居
住
費（
光
熱
水
費

相
当
）が
保
険
対
象
外
に
な
り
、自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

人
工
呼
吸
器
や
中
心
静
脈
栄
養
な
ど

を
必
要
と
す
る
患
者
や
、せ
き
つ
い
損
傷

（
四
肢
ま
ひ
が
見
ら
れ
る
状
態
）、難
病
な

ど
の
入
院
医
療
の
必
要
性
が
高
い
患
者

は
、現
行
ど
お
り
食
事
材
料
費
相
当
の
み

を
負
担
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、皆
さ
ん
の
保
険
料

や
国
な
ど
の
補
助
金
を
財
源
に
し
て
、運

営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
制
度
改
正
は
、皆
さ
ん
の
健

康
を
守
る
、皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
、医
療
費
の
伸
び
と
皆
さ
ん
の
負
担

を
均
衡
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

現
役
並
み
の
一
定
以
上
所
得
者
の

自
己
負
担
割
合
が
2
割
か
ら
3
割
に

70
歳
以
上
の
人
や
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
る
人
の
う
ち
、現※
３

役
並
み
所
得
が

あ
る
一
定
以
上
所
得
者
は
、医
療
機
関
な

ど
に
支
払
う
自
己
負
担
の
割
合
が
、２
割

か
ら
３
割
に
な
り
ま
す
。

※
３
70
歳
以
上
の
人
、お
よ
び
老
人
保
健

で
医
療
を
受
け
る
人
の
う
ち
、一
定
以

※1同一世帯の世帯主および国民健康保険の被保険者（老人保健で

医療を受ける人の場合は世帯の全員）が住民税非課税の人。ただ

し、低所得Ⅱの世帯のうち老齢福祉年金受給者は、低所得Ⅰを適用。

※2低所得Ⅱのうち、世帯の各人の所得が、必要経費と控除（年金所

得の控除額は80万円）を差し引いたとき0円になる人。



9月30日まで

一般

上位所得者

住民税非課税世帯

10月1日から

一般

上位所得者

住民税非課税世帯

3回目まで

72,300円＋医療費が241,000円を

超えた場合は、超えた分の1％を加算

139,800円＋医療費が466,000

円を超えた場合は、超えた分の1％

を加算

35,400円

80,100円＋医療費が267,000円を

超えた場合は、超えた分の1％を加算

150,000円＋医療費が500,000

円を超えた場合は、超えた分の1％

を加算

35,400円

4回目以降※5

40,200円

77,700円

24,600円

44,400円

83,400円

24,600円

※5過去12か月間に、1世帯で支給が4回以上あった場合の4回目

以降の限度額。

一部負担金の自己負担限度額が変わります
医療機関などで治療を受けたときに支払う一部負担金の自己

負担限度額が、10月１日から変わります。

■70歳未満の人の自己負担限度額（月額）

■70歳以上の人、または老人保健で医療を受ける人
の自己負担限度額（月額）

9月30日まで

一般

現役並み所得者

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

10月1日から

一般

現役並み所得者

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

外来（個人単位）

12,000円

40,200円

12,000円

44,400円

外来＋入院（世帯単位）

40,200円

72,300円＋医療費が361,50

0円を超えた場合、超えた分の

１％を加算（4回目以降は40,2

00円）

24,600円

15,000円

44,400円

80,100円＋医療費が267,00

0円を超えた場合、超えた分の

１％を加算（4回目以降は

44,400円）

24,600円

15,000円

こ
れ
に
伴
い
、特
定
疾
病
受
療
証
を
も
つ

人
に
は
、新
し
い
受
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、70
歳
以
上
の
人
や
老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
る
人
は
、従
来
ど
お
り
で
す
。

※
４
国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
の
基
礎

に
な
る
、基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

等
が
、６
０
０
万
円
を
超
え
る
世
帯
。

10
月
か
ら
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、被
保
険
の
皆
さ
ん
に
郵
送
、ま
た
は
窓

口
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、新
し
い
保
険
証
を

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、70
歳
以
上
の
人
は
、高
齢
受
給

者
証
、ま
た
は
医
療
受
給
者
証（
老
人
保

健
で
診
療
を
受
け
る
人
）を
併
せ
て
、窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
1
０
８
３
４
―
22

―
８
３
１
２（
老
人
保
健
は
1
０
８
３
４
―

22
―
８
５
５
４
）、ま
た
は
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
。
新
南
陽
1
０
８
３
４
―
61
―

４
１
１
０
、熊
毛
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０

３
５
、鹿
野
1
０
８
３
４
―
68
―
０
０
３
２

17 2006/OCTOBER/1

8,000円

8,000円
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認
定
農
業
者
制
度
の
説
明
会

国
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

対
象
者
に
な
る
た
め
に
は
、認
定
農
業
者

に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
と
場
所
／
▽
10
月
19
日（
木
）19

時
〜
、鹿
野
総
合
支
所
▽
24
日（
火
）19

時
〜
、須
々
万
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

a

▽
25
日
（
水
）
19
時
〜
、Ｊ
Ａ
周
南
徳

山
営
農
セ
ン
タ
ー
▽
26
日（
木
）19
時
〜
、

熊
毛
総
合
支
所
▼
問
合
せ
／
農
政
課
1

22
―
８
３
５
６

徳
山
動
物
園
の
無
料
開
園

10
月
は
、潤
い
の
あ
る
緑
豊
か
な
生
活

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
都
市
緑
化
月

間
で
す
。こ
れ
に
協
賛
し
、動
物
園
を
無

料
開
園
し
ま
す
。

▼
期
日
／
10
月
７
日（
土
）▼
問
合
せ
／

徳
山
動
物
園
1
22
―
８
６
４
０

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す

広
報
９
月
15
日
号
の
、移
動
図
書
館
な
か

よ
し
号
福
川
地
域
の
巡
回
日
程
の
曜
日
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
12
月
24

日（
日
）で
す
。訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
新
南
陽
図
書
館
1
62
―
１
１

５
０

徳
山
動
物
園
の
閉
園
時
間
変
更

冬
時
間
の
た
め
、徳
山
動
物
園
の
閉
園

時
間
が
、30
分
早
く
な
り
ま
す
。

▼
開
館
時
間
／
９
時
〜
16
時
30
分（
入
園

は
16
時
ま
で
）▼
期
間
／
10
月
20
日（
金
）

〜
平
成
19
年
２
月
28
日
（
水
）▼
問
合

せ
／
徳
山
動
物
園
1
22
―
８
６
４
０

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
変
更

７
月
１
日
付
け
で
、次
の
人
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

▼
担
当
地
区
と
委
員
名
／
▽
中
央
地
区

a

、村
上
ひ
ろ
み
さ
ん
▽
今
宿
地
区a

、河

繁
信
夫
さ
ん
▼
問
合
せ
／
社
会
課
1
22

―
８
４
６
５

周
南
３
市

身
体
障
害
者
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
も
つ
人
▼
日

時
／
11
月
12
日（
日
）９
時
▼
場
所
／
新

南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
、カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、輪
投
げ
、玉
入
れ
、

パ
ン
食
い
競
走
、イ
エ
ス
ノ
ー
ク
イ
ズ
、じ
ゃ

ん
け
ん
ゲ
ー
ム
な
ど
▼
申
込
み
／
10
月
20

日（
金
）ま
で
に
、福
祉
介
護
課
障
害
者
福

祉
担
当
1
22
―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４

お
知
ら
せ
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固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現

在
で
市
内
に
土
地
、家
屋
、償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
が
納
め
る
税
金
で
す
。

１
月
２
日
か
ら
平
成
19
年
１
月
１
日

ま
で
に
、
新
築
・
増
築
し
た
家
屋
（
店

舗
・
事
務
所
・
倉
庫
な
ど
を
含
む
）は
、

19
年
度
か
ら
新
た
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

新
築
や
増
築
し
た
家
屋
の
税
額
を
算

出
す
る
に
は
、家
屋
の
現
況
調
査
が
必

要
で
す
。
ま
た
、家

屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
や
、土
地
の
現

況
地
目
を
変
更
し

た
場
合
に
も
調
査

が
必
要
で
す
の
で
、

該
当
す
る
人
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
時
間

平
日
の
９
時
〜
17
時

必
要
な
も
の

家
屋
の
新
築
・
増
築
の

場
合
に
は
、家
屋
の
間
取
り
や
寸
法
の

分
か
る
図
面
、所
有
者
の
印
鑑（
共
有

名
義
の
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
）

問
合
せ

課
税
課
家
屋
・
償
却
担
当
1

22
―
８
２
６
９

新
増
築
や
解
体
家
屋

の
届
け
出

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

平
成
19
年
度
に
、市
が
発
注
す
る
業

務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
の
契
約
に

関
わ
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

た
め
の
資
格
審
査
を
、受
け
付
け
ま
す
。

受
付
内
容

▽
業
務（
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
を
除
く
）委
託
▽

物
品
調
達
な
ど

登
録
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

20
年
３
月
31
日

申
請
書
類

入
札
監
理
課
に
備
え
付

け
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

申
込
み

11
月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）

に
、郵
送（
11
月
30
日
消
印
有
効
）で
、

〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１

入
札
監
理
課
1
22
―
８
２
３
４

福
祉
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６
４
、ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
。

新
南
陽
1
61
―
４
１
１
３
・
5
61
―
４
１

３
３
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
２
・
5
92
―

０
１
８
９
、鹿
野
1
68
―
２
３
３
２
・
5
68

―
２
４
１
２

障
害
者
芸
術
文
化
祭
作
品
の
募
集

▼
対
象
／
県
内
に
在
住
す
る
障
害
者
▼

作
品
内
容
／
絵
画
、写
真
、書
道
、手
芸
、

工
芸
、俳
句
・
短
歌
、文
芸
▼
応
募
方
法

／
10
月
31
日（
火
）ま
で
に
、作
品
申
込
書

と
作
品
カ
ー
ド
を
、徳
山
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

▼
問
合
せ
／
福
祉
介
護
課
障
害
者
福
祉

担
当
1
22
―
８
４
６
３
・
5
22
―
８
４
６
４

障
害
者
等
安
否
確
認
登
録
者
の

募
集災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
在
宅
の

障
害
者
な
ど
の
安
否
確
認
を
迅
速
に
行
い
、

安
全
な
避
難
や
適
切
な
支
援
な
ど
に
つ
な

げ
る
た
め
、登
録
希
望
者
に
よ
る
安
否
確

認
等
対
象
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

▼
対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
も
つ

人
、難
病
患
者
な
ど
▼
名
簿
の
管
理
／
福

祉
介
護
課
が
保
管
し
て
、災
害
対
策
本
部
、

消
防
本
部
、民
生
委
員
、福
祉
員
に
提
供

し
、年
１
回
以
上
更
新
▼
申
込
み
／
備
え

付
け
の
申
込
書
で
、福
祉
介
護
課
、ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
▼
問
合
せ
／
福

祉
介
護
課
障
害
者
担
当
1
22
―
８
４
６

３
・
5
22
―
８
４
６
４

10
月
の
心
配
ご
と
相
談

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
10

月
10
日（
火
）10
時
〜
12
時
※
人
権
相
談

と
職
業
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問

合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1

92
―
０
０
０
８

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
10
月

10
日（
火
）９
時
〜
12
時
※
人
権
相
談
を

併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

10
月
の
人
権
擁
護
相
談

心
配
ご
と
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
10
月
19
日（
木
）10
時
〜
15
時
▼
場

所
／
新
南
陽
総
合
支
所
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1
61
―
４

２
１
６

建
築
無
料
相
談

住
ま
い
の
新
・
増
改
築
で
注
意
す
べ
き

点
や
建
築
後
の
手
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
、建

築
士
の
資
格
を
も
っ
た
相
談
員
が
個
別
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

市
民
活
動
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
配
布

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ーa

に
登
録

を
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
た「
市
民
活
動
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
２
０
０
６
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
民
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ

く
り
や
、市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
の
組
織

強
化
な
ど
に
役
立
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
図
書
館
、公
民
館
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
へ
閲
覧

用
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
が
、市
民

活
動
に
興
味
関
心
の
あ
る
市
民
の
皆
さ

ん
や
、市
民
グ
ル
ー
プ
の
希
望
者
に
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

冊
数
２
０
０
冊（
受
付
け
順
、た
だ
し

１
人
ま
た
は
１
グ
ル
ー
プ
に
１
冊
）

配
布
方
法

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
徳
山
駅
ビ
ル
３
階
）で
直
接
受
け
取

り
、ま
た
は
郵
送

申
込
み

事
前
に
電
話
で
予
約
。
郵
送

の
場
合
は
郵
送
料
の
３
９
０
円
切
手
を

同
封
し
て
、〒
７
４
５
―
０
０
３
４
御
幸

通
２
―
２
８
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

1
33
―
７
７
０
０

催
し

市
美
術
展

■
前
期
展
覧
会

部
門

平
面
・
写
真
の
部

期
間

10
月
13
日（
金
）〜
18
日（
水
）

※
13
日
は
９
時
30
分
か
ら
表
彰
式
、10

時
か
ら
開
場
し
ま
す
。

■
後
期
展
覧
会

部
門

立
体
・
書
の
部

期
間

10
月
20
日（
金
）〜

25
日（
水
）

■
い
ず
れ
も

観
覧
時
間

９
時
30
分
〜

17
時

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

場
所

市
美
術
博
物
館a

観
覧
料

無
料

問
合
せ

生
涯
学
習
課
1
22
―
８
６

２
２

相
談
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ま
た
、悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
だ
ま
さ

れ
な
い
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
／
10
月

28
日（
土
）13
時
〜
16
時
▼
場
所
／
県
周

南
総
合
庁
舎a

▼
問
合
せ
／
住
宅
政
策

課
1
22
―
８
４
０
１
、ま
た
は
建
築
士
会

徳
山
支
部
宮
原
さ
ん
1
22
―
５
２
２
６

ふ
れ
あ
い
人
権
講
演
会

超
未
熟
児
で
生
ま
れ
た
全
盲
の
少
女

と
、２
人
３
脚
で
娘
を
支
え
た
母
の
２
人

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
生
き
る
」
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
／
10
月
４

日（
水
）10
時
〜
11
時
45
分（
受
け
付
け
９

時
30
分
〜
）▼
場
所
／
市
民
館
大
ホ
ー
ル

a

▼
演
題
／
笑
っ
て
泣
い
て
母
と
生
き
る
▼

講
師
／
井
上
美
由
紀
さ
ん
、井
上
美
智
代

さ
ん
▼
参
加
料
／
無
料
※
手
話
・
要
約
筆

記
が
あ
り
ま
す
。▼
問
合
せ
／
人
権
教
育

課
1
22
―
８
６
２
０

児
童
読
書
講
演
会

▼
対
象
／
子
ど
も
の
本
や
読
書
に
関
心
の

あ
る
大
人（
子
ど
も
同
伴
可
）▼
日
時
／

10
月
21
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
／
中
央
図
書
館a

▼
内
容
／
子

ど
も
と
遊
ぶ
お
話
の
世
界
▼
講
師
／
松
田

も
と
こ
さ
ん（
絵
本
作
家
）▼
定
員
／
60
人

（
受
付
け
順
）▼
申
込
み
／
10
月
５
日（
木
）

か
ら
、中
央
図
書
館
1
22
―
８
６
８
２

里
山
活
動
入
門

里
山
活
動
の
初
歩
的
な
知
識
や
技
術

の
習
得
を
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
期
間
／
10
月

下
旬
〜
12
月
下
旬
に
５
回
▼
場
所
／

金
峰
み
た
け

杣そ
ま

の
里
交
流
館d

▼
内
容
／
里
山

の
基
礎
知
識
、竹
炭
体
験
、し
い
た
け
の
駒

打
ち
、リ
ー
ス
作
り
、竹
林
の
管
理
方
法
な

ど
▼
定
員
／
20
人（
受
付
け
順
）▼
申
込

み
／
10
月
13
日（
金
）ま
で
に
、林
政
課
1

22
―
８
３
６
０
、ま
た
は
周
南
農
林
事
務

所a

1
33
―
６
４
６
２

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
、お
よ
び
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協

会
に
登
録
し
て
い
る
人
▼
日
時
／
10
月
23

日（
月
）８
時
30
分
〜
12
時（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
／
鹿
野
山
村
広
場
▼
種
目
／
一

般
男
・
女（
高
校
生
以
上
）▼
試
合
方
法
／

個
人
戦（
24
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ
）

▼
参
加
料
／
１
人
６
０
０
円（
会
員
は
別

途
）▼
申
込
み
／
10
月
11
日（
水
）ま
で
に
、

体
育
協
会
新
南
陽
支
部
1
62
―
２
６
７
８

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

講
座
・
講
演
 

ス
ポ
ー
ツ
 

行
政
相
談
制
度
は
、国
の
仕
事
、特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
、県
・
市
の
仕
事
で

国
か
ら
受
託
し
て
い
る
仕
事
に
関
す
る

意
見
や
要
望
、苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
制
度

で
す
。

本
市
で
は
、８
人
の
皆
さ
ん
が
行
政

相
談
委
員
と
し
て
国
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。

委
員
の
皆
さ
ん
は
、問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、関
係
機
関
へ
の
連
絡
や
助

言
、説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
こ

と
は
、山
口
行
政
評
価
事
務
所
1
０
８

３
―
９
２
２
―
１
５
９
１
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
行
政
相
談
を
開
催
す
る
と

10
月
16
日（
月
）〜
22
日（
日
）は

秋
の
行
政
相
談
週
間

き
は
、
事
前

に
広
報
に
掲

載
し
ま
す
。

ま
た
、
山

口
行
政
評

価
事
務
所
1

０
５
７
０
―

０
９
０
１
１

０
で
も
、行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

■
巡
回
行
政
相
談

国
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て

苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
受
け
付

け
ま
す
。

鹿
野
公
民
館
で
開
催

日
時

10
月
10
日（
火
）９
時
〜
12
時

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

16
日（
月
）10
時
〜
15
時

市
民
交
流
セ
ン
タ
ーa

で
開
催

24
日（
火
）９
時
〜
12
時

和
田
公
民
館
・
福
川
会
館b

で
開
催

26
日（
木
）10
時
〜
12
時
、

問
合
せ

生
活
安
全
課
1
22
―
８
３

２
０

相
談

■本市の行政相談委員
氏名 住所
有馬　彰 安田
梅田洋治 大島
小田敏雄 須々万
國冨和美 二番町
小林　眞 鹿野上
柴崎裕子 戸田
冨永節子 新地町
長宗正之 政所4

（敬称略・50音順）
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募
の
動
機
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中
須
北
３
１

９
４
大
田
原
自
然
の
家
1
・
5
89
―
０
４

６
１
・e

ootabara@
city.shunan.lg.jp

新
南
陽
民
俗
資
料
展
示
室

秋
の
企
画
展
「
昔
の
絵
は
が
き
」

戦
前
の
絵
は
が
き
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
期
間
／
10
月
２
日（
月
）〜
11
月
24
日

（
金
）の
月
・
水
・
金
曜
日
、第
１
・
３
土
曜

日
▼
開
館
時
間
／
９
時
〜
16
時
30
分（
入

館
は
16
時
ま
で
）▼
観
覧
料
／
無
料
▼
問

合
せ
／
教
育
委
員
会
新
南
陽
総
合
出
張

所
1
61
―
４
２
２
１

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

図
書
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
、無
料

で
譲
渡
し
ま
す
。

▼
日
時
／
10
月
28
日（
土
）９
時
30
分
〜

17
時
30
分
▼
場
所
／
中
央
図
書
館a

▼

譲
渡
冊
数
／
１
人
10
冊
以
内
※
持
ち
帰

り
用
の
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。▼
問

合
せ
／
中
央
図
書
館
1
22
―
８
６
８
２

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ン
プ
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日
時

10
月
27
日（
金
）18
時
30
分
〜
20
時
30
分

▼
場
所
／
新
南
陽
公
民
館
▼
定
員
／
20

人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）▼
参
加

料
／
１
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）▼
申
込

み
／
10
月
16
日（
月
）ま
で
に
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室
希

望
を
、は
が
き
・
電
話
で
、〒
７
４
６
―
０
０

１
６
中
央
町
４
―
10
新
南
陽
公
民
館
1

63
―
１
１
８
８

動
物
ね
ん
ど
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

▼
対
象
／
幼
児
と
児
童
▼
日
時
／
10
月

22
日（
日
）10
時
〜
15
時
※
雨
天
の
場
合

は
29
日（
日
）に
延
期
し
ま
す
。▼
場
所
／

徳
山
動
物
園
▼
作
品
展
示
／
25
日（
水
）

〜
30
日（
月
）、園
内
の
展
示
館
で
作
品
を

展
示
※
開
催
が
29
日
の
場
合
は
、11
月
１

日（
水
）〜
６
日（
月
）で
す
。▼
そ
の
他
／

▽
粘
土
は
展
示
館
前
で
販
売
※
粘
土
板

は
貸
し
出
し
ま
す
。▽
粘
土
の
種
類
や
必

要
な
材
料
の
持
ち
込
み
は
自
由
▽
動
物
園

の
入
園
料
は
通
常
通
り
▽
先
着
１
０
０
人

に
参
加
賞
▼
問
合
せ
／
徳
山
動
物
園
1

22
―
８
６
４
０

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
／
10
月
22
日（
日
）10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
和
田
小
・
中
学
校b

※
米
光

工
業
団
地
の
駐
車
場
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。▼
内
容
／
バ
ン
ブ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
、森
・
川
・
海
の
特
産
品

の
試
食
、竹
ト
ン
ボ
・
つ
る
細
工
の
製
作
や

炭
焼
き
体
験
な
ど
▼
問
合
せ
／
林
政
課

1
22
―
８
３
６
０
、ま
た
は
県
農
林
水
産

部
森
林
企
画
課
1
０
８
３
―
９
３
３
―

３
４
６
４

西
徳
山
い
け
い
け
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
／
10
月
８
日（
日
）９
時
〜
15
時

▼
場
所
／
Ｊ
Ｒ
戸
田
駅
前
広
場a

※
雨

天
の
場
合
は
、景
品
交
換
と
く
じ
引
き
の

み
行
い
ま
す
。▼
内
容
／
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス

の
出
演
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
▼
問
合

せ
／
夜
市
公
民
館a

1
62
―
２
７
０
７

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ

▼
日
時
／
10
月
８
日（
日
）10
時
〜
15
時

▼
場
所
／
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
クd

※
小
雨
の

場
合
も
開
催
し
ま
す
。▼
内
容
／
釣
り
大

会
、魚
の
つ
か
み
取
り
、わ
ん
ぱ
く
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、丸
太
切
り
競
争
、鹿
野
産
和
牛
カ

ン
ト
リ
ー
焼
、各
種
バ
ザ
ー
な
ど
▼
問
合

せ
／
鹿
野
総
合
支
所
産
業
振
興
課
1
68

―
２
３
３
５

ゆ
め
風
車
ま
つ
り

▼
日
時
／
10
月
９
日（
祝
）９
時
〜
16
時

▼
場
所
／
永
源
山
公
園b

▼
内
容
／
▽

ゆ
め
風
車
国
際
交
流
広
場
…
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
、コ
ー
ラ
ス
、フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
・
記
念
写
真
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
体
験
演
奏
▽
母
と

子
の
広
場
…
市
民
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、よ
さ
こ
い
お
ど
り
、バ
ザ

ー
▽
幼
児
広
場
…
竹
と
ん
ぼ
・
ゆ
め
風
車

市
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
す

る
小
学
生
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム（
監
督

１
人
、コ
ー
チ
２
人
、ス
コ
ア
ラ
ー
１
人
、選

手
17
人
以
内
）▼
日
時
／
10
月
22
日（
日
）

８
時
30
分
〜
▼
場
所
／
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

球
場a

ほ
か
▼
参
加
料
／
１
チ
ー
ム
３
０

０
０
円
▼
申
込
み
／
10
月
13
日（
金
）ま

で
に
、体
育
協
会
1
28
―
８
３
１
１

や
ま
ぐ
ち
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
／
10
月
８

日（
日
）13
時
〜
16
時
▼
場
所
／
県
周
南

総
合
庁
舎a

▼
内
容
／
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、

講
演（
笑
い
と
健
康
）▼
参
加
料
／
無
料
▼

問
合
せ
／
福
祉
介
護
課
障
害
者
福
祉
担

当
1
22
―
８
４
６
３

天
体
教
室

▼
対
象
／
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族
、団

体
、一
般
▼
日
時
／
10
月
14
日（
土
）19
時

〜
21
時
※
雨
天
、曇
天
時
は
中
止
。▼
場

所
／
大
田
原
自
然
の
家a

▼
内
容
／
秋

の
星
座
と
星
雲
の
観
察
、天
体
の
話
な
ど
▼

定
員
／
50
人
▼
参
加
料
／
無
料
▼
申
込

み
／
10
月
11
日（
水
）ま
で
に
、住
所
・
参
加

す
る
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、応

10月の納付
●市県民税　　　　3期
●国民健康保険料　5期
●介護保険料　　　5期

市税や保険料の納付には、口座振替が便利です。利用する金

融機関または郵便局の窓口に、納付通知書などと、預・貯金通

帳とその通帳の印鑑を持参して申し込んでください。

問合せ／納税課122―8277、保険年金課122―8312、福
祉介護課122―8467

催
し
 



の
工
作
、も
ち
つ
き
▽
休
憩
広
場
…
野
だ

て
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広

場
…
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
、ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
▼
問
合
せ
／
永
源
山
公
園
管
理
事
務

所
1
63
―
７
８
９
９

か
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

今
年
は
、元
気
こ
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
と

同
時
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
10
月
15
日（
日
）９
時
30
分
〜

16
時
30
分
※
雨
天
の
場
合
も
開
催
し
ま

す
。▼
場
所
／
鹿
野
総
合
体
育
館
周
辺
▼

内
容
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、ま
つ
た
け
汁

販
売
、各
種
バ
ザ
ー
、芋
掘
り
宝
探
し
、大

も
ち
つ
き
、釣
り
堀
、抽
選
会
、も
ち
ま
き

な
ど
▼
問
合
せ
／
鹿
野
総
合
支
所
産
業

振
興
課
1
68
―
２
３
３
５

和
田
総
合
ま
つ
り

▼
日
時
／
10
月
15
日（
日
）８
時
30
分
〜

▼
場
所
／
和
田
公
民
館b

お
よ
び
そ
の

周
辺
▼
内
容
／
芸
能
発
表
、農
産
物
加
工

品
や
地
元
特
産
品
の
販
売
、バ
ザ
ー
な
ど
▼

問
合
せ
／
和
田
公
民
館
内
和
田
総
合
ま

つ
り
実
行
委
員
会
1
67
―
２
０
６
９

熊
毛
総
合
文
化
祭

展
示
部

▼
日
時
／
10
月
21
日（
土
）９
時
〜
17
時
、

10
月
22
日（
日
）９
時
〜
15
時
▼
場
所
／

熊
毛
体
育
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
／
手
工
芸
、

絵
画
、写
真
、華
道
、茶
道
、園
児
・
小
・
中

学
生
の
作
品
展
な
ど

芸
能
部

▼
日
時
／
10
月
21
日（
土
）９
時
30
分
〜

16
時
▼
場
所
／
サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
▼
内

容
／
芸
能
、能
楽
、中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
、合
唱
、詩
吟
、大
正
琴
、バ
ザ
ー
な
ど

い
ず
れ
も

▼
問
合
せ
／
教
育
委
員
会
熊
毛
総
合
出

張
所
1
92
―
０
２
５
４

お
お
た
ば
ら
交
流
会

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
日
時
／
10
月
15

日（
日
）10
時
〜
15
時
▼
場
所
／
大
田
原

自
然
の
家a

周
辺
▼
内
容
／
▽
お
お
た
ば

ら
応
援
団
総
会
▽
ふ
る
さ
と
創
作
料
理
体

験
A
…
ソ
バ
打
ち
、B
…
も
ち
つ
き
、C
…

豆
腐
、こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
、D
…
ピ
ザ
、パ
ン

な
ど
▽
郷
土
の
伝
統
芸
能
と
民
俗
音
楽
、

中
須
久
保
神
楽
、空
想
民
俗
音
楽
Ｓ
Ａ

サ

Ｙ
Ａヤ

Ｎン

、ア
ル
コ
イ
リ
ス（
中
南
米
音
楽
）な

ど
▽
休
耕
田
に
レ
ン
ゲ
草
の
種
ま
き
▼
参
加

料
／
１
人
１
０
０
０
円（
食
事
代
、保
険
料

な
ど
を
含
む
）▼
申
込
み
／
10
月
７
日

（
土
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
、希
望
す
る
ふ
る
さ
と
創
作
料

理
体
験（
A
〜
D
）を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中
須

北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家
「
お
お
た

ば
ら
応
援
団
」
係
1
・
5
89
―
０
４
６
１
・

e
ootabara@

city.shunan.lg.jp
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【
事
例
】

消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
、借

り
て
は
返
す
の
繰
り
返
し
で
、

気
が
付
け
ば
借
り
る
方
が
多
く
な
り
、

借
り
入
れ
の
全
額
が
３
０
０
万
円
ほ
ど

に
膨
ら
ん
だ
。
返
済
が
困
難
に
な
っ
た

が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

債
務
の
整
理
方
法
に
つ
い

て
、特
定
調
停
や
自
己
破
産

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
、相
談
者
に

と
っ
て
ど
の
方
法
が
適
切
な
の
か
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
専
門
家
に
確
認
す
る
た
め
、

無
料
法
律
相
談
を
紹
介
し
ま
し
た
。

多
重
債
務
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と

し
て
、借
金
を
返
す
た
め
に
借
金
を
す

る
自
転
車
操
業
的
な
借
り
入
れ
の
例

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。ま
た
、借
り

る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
、無
登
録
業

者（
ヤ
ミ
金
融
）に
借
り
入
れ
の
申
し
込

み
を
行
い
、詐
欺
に
遭
っ
た
と
い
う
例
も

あ
り
ま
す
。
借
入
金
の
返
済
に
無
理
が

で
て
き
た
と
き
は
、早
め
に
親
や
家
族

な
ど
身
近
な
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、市
で
は
月
に
１
、２
回
無
料
法

律
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
機

会
を
利
用
し
て
、弁
護
士
な
ど
の
専
門

家
に
相
談
し
、早
め
に
整
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８

３
２
１

架
空
請
求
や
不
当
請
求
な
ど
の
話
題
の
陰
に
隠
れ
が
ち
で
す
が
、
相

変
わ
ら
ず
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
も
減
少
し
ま
せ
ん
。

多
重
債
務
は
早
め
の
整
理
が
必
要
で
す
。

消
費
生
活 

の
知
恵 

多
重
債
務
は

早
め
の
整
理
を

ＱＡ

シリーズ 26

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/



学
校
給
食
で
子
ど
も
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
を

し
た
食
材
を
提
供
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。本
市
で
も
実
現
で
き
た

ら
、子
ど
も
た
ち
も
安
心
し

て
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

対
応
と
し
て
、保
護
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

学
校
と
栄
養
士
で
協
議
を
行
い
、詳
細
な
食
材

の
成
分
表
を
保
護
者
に
提
供
し
、ア
レ
ル
ゲ
ン
チ

ェ
ッ
ク
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、対
象
の
子

ど
も
の
給
食
か
ら
、

牛
乳
、パ
ン
、
米
飯
、

お
か
ず
な
ど
ア
レ
ル

ゲ
ン
を
含
む
も
の
を

停
止
す
る
な
ど
の
対

応
も
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

学
校
給
食
課
1
25
―

０
０
１
０

■環境影響評価方法書の縦覧

㈱トクヤマ徳山製造所東発電所第

3号発電設備計画の環境影響評価

方法書を縦覧しています。●期日／

10月26日（木）までの9時～17時

●場所／▽平日…市役所本庁舎市

民さろん、各総合支所市民生活課、

県周南環境保健所A、㈱トクヤマ徳

山製造所総務部▽土曜・日曜日、祝

日…㈱トクヤマ徳山製造所保安課●

問合せ／㈱トクヤマ徳山製造所工場

管理部10834―21―4339

■犯罪のないまちづくり県民大会

●日時／10月11日（水）13時30

分～15時30分●場所／新南陽ふ

れあいセンター●内容／地域安全マ

ップ発表など●問合せ／県地域安心

安全推進室1083―933―2619

■県薬剤師会くすりの相談室

●期日と電話番号／▽平日…10月

17日（火）～23日（月）、1083―

923―1193▽日曜日…22日（日）、

1083―932―0160●問合せ／

県周南健康福祉センターA10834

―33―6427

■介護サービス情報の公表制度

県ホームページ（Fhttp://kaigosip.

pref.yamaguchi.lg.jp/kaigosip）で、

県内の介護サービス事業所や施設

のサービス内容・運営状況などの情

報が閲覧できます。●問合せ／県長

寿社会課1083―933―2774

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
を
公
表

し
ま
し
た
が
、市
の
全
職
員
数
は
何
人
？

q
15
万
４
５
８
９
人

w
１
５
８
８
人

e
２
３
２
人

応
募
方
法

10
月
11
日（
水
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
、は
が
き
で
、〒
７

４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
周
南
市
政
策
調

整
課
広
報
広
聴
担
当
「
ク

イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

w
東
南
海
・
南

海
地
震

応
募
総
数
65
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。
有
松
紀
行
さ
ん
、

奥
田
和
子
さ
ん
、河
崎
政
枝
さ
ん
、橋
本

虎
槌
さ
ん
、山
本
菜
津
子
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

個人情報の取り扱い

広報「しゅうなん」の募集記

事によって、市が収集した個人

情報については、担当所管で

管理し、収集した業務に限って

使用します。

【火災件数】1件（本年累計 40件）

空気が乾燥して、火災が発生しやすい季節です。火の取り扱いには十分注意しましょう。

【交通事故件数】●死亡事故0人（本年累計3人）●傷者数104人（本年累計785人）

歩行者は明るい服装と反射材の着用、運転者は早めのライト点灯に心掛けましょう。

開催を待つ国民文化祭in周南
（10月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
※デジタル対応の地区は12チャンネル。

毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】155,733人（前月比－44人）

［男］74,941人（前月比－34人）

［女］80,792人（前月比－10人）
●出生124人 ●死亡139人

●転入417人 ●転出446人

【世帯】66,208世帯（前月比±0世帯）

9月1日現在

8月の発生件数

もったいないのススメ
家庭で消費する電力のうち、約9．7％が、

エアコンやテレビなどの待機時の消費電

力に使われていることをご存じですか？

これは、家庭でのテレビの消費電力量と

ほぼ同じ割合です。

電源のオン・オフをリモコンに頼ったり、

時計などの表示に電力を消費したりしてい

る機器は、こまめにコンセントからプラグを

抜きましょう。

また携帯電話の充電器の待機消費電

力も軽視できません。充電が終わったら、

必ずコンセントからプラグを抜きましょう。

市政情報番組周南市市政だより

問合せe環境政策課122―8324
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広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 1

0834-22-8232 5
0834-22-8224

F
h
ttp
://w

w
w
.city.sh

u
n
an
.lg
.jp
/
Eメ
ー
ル
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
各
課
の
ペ
ー
ジ
」
か
ら

古
紙
1
0
0
％
再
生
紙
使
用
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